
はじめに

この報告集は, 2012年 8月 8日から 10日まで九州大学伊都キャンパス
において行なわれた研究集会「第7回福岡数論研究集会」の報告集です.

この研究集会は,日本学術振興会科研費基盤 B (No.23340010)（代表者：
金子 昌信）の援助により開催されました.

本研究集会も早いもので 7回目を迎えました. 今回より, 各講演を公
募制にいたしましたが, 興味深い講演が集まり, 我々世話人も有意義な
3日間を過ごすことができました. 講演者の皆様には心よりお礼申し上
げます. また, 数多くの質疑や意見を下さり, この集会を実りあるもの
にしていただきました参加者の皆様にも深く感謝いたします.

2013年 1月

世話人： 金子 昌信（九州大学）
権 寧魯（九州大学）
岸 康弘（愛知教育大学）
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